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論　　文　　の　　要　　旨

　マイクロプロセッサの低価格化，高性能化に伴い，複数台の個人用計算機をネットワークにより

結合した計算機システムが普及している。分散型オペレーテイング・システムは，このような計算

機システムの制御を行うソフトウェアである。分散型オペレーティング。システムの設計において

は、分散透明性の実現が重要である。分散透明性の実現により，利用者は，分散処理環境における

計算機資源の配置を意識することなく，それらの計算機資源を利用し、プログラムを分散的に実行

させることが可能となる。分散型オペレーティング・システムは，複数台のプロセッサ上でシステ

ム機能を分散して実現する必要があり，構造が複雑になりやすく，その設計方式の確立は重要な課

題である。本論文は，分散型オプレーティング・システムの設計，デバッグを容易化することを目

的とし，軽量かつ静的なプロセスの集合により分散型オペレーティング・システムを設計する方式

を提案したものである。

　第1章は，序論であり，本研究の背景，目的，従来の研究との関係について述べている。

　第2章では，提案方式について述べている。本研究では，プロセッサ間を比較的密に結合した大

規模な分散処理システムのための分散型オペレーティング・システムを対象としている。過去に提

案された設計方式は，プロセッサ間を比較的疎に結合した大規模な分散処理システムを対象として

おり，設計の容易化，複数のプロセッサの処理能力の有効利用の点で本研究が対象とする分散処理

システムには必ずしも適合していない。本論文では，分散型オペレーティング。システムを軽量で

小規模なプロセスの集合により構成し，プロセス問をプロセス問通信のみで結合する方式を提案し

ている。これにより，実現時には，複数のプロセッサや通信ハードウェアの存在を意識せずにプロ

セス間通信を記述できる。オペレーティング・システムの記述に関しては，システム機能を実現す
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るプロセスの内部記述と，プロセス問の通信関係，プロセスのプロセッサヘの配置の記述を独立に

行う記述方法を示している。提案方式を用いることにより，分散型オペレーティング・システムの

設計および実現において，次のような利点が引き出される。第ユに，分散透明な実現環境，すなわ

ち，複数のプロセッサや通信ハードウェアの存在を意識せずにシステム機能を実現する環境を構築

できるので，システム機能の設計，デバッグが単純化される。第2に，システム機能のプロセッサ

ヘの配置を柔軟に変更できるので，分散処理システムの構成の変化に柔軟に対応できる。

　第3章では，提案方式を用いて実現した試作システムについて述べている。まず，提案方式によ

る設計を行うための記述方法とその処理系の開発，および，分散透明な・プロセス問通信機構の実

現について述べ，次に，既存のオペレーティング。システムであるUNIXsyste㎜皿システムをその

実現環境のもとで再構成することにより構築した試作システムについて述べている。

　第4章では，試作システムの実現過程を解析することによって，提案方式における設計の容易性

に関する評価を行っている。試作システムの実現の過程において，分散透明な実現環境におけるシ

ステム機能の設計，および，システム機能のプロセッサヘの配置の変更に対する柔軟な対応に関し

て，次のような具体的な効果を確認している。第1に，分散型オペレーティング・システムの実現，

および，デバッグを単一プロセッサ上で行うことができる利点により，分散型オペレーティング。

システムの構築に要する時間が短縮される。第2に，システム機能の負荷分散の変更を容易に行う

ことができる利点により，良好な性能を実現するためのオペレーティング・システムの構成を調整

する作業が単純化される。また，ここでは，デバッグ環境の改善のための技術として，システム機

能を実現するプロセス単体の検査を行うためのプログラム，および，プロセス間通信の通信引数の

正当性の検査を行う機構に関して述べている。

　第5章では，試作システムにおける実験結果に基づいて，提案方式の性能面での評価を行ってい

る。具体的には，オペレーティング・システム内部において，並列処理によるシステム・コールの

応答時間の短縮が実現されていることを，試作システムの内部動作の解析を行うことにより確認し

ている。また，オペレーティング。システム全体の処理の中でプロセッサ間でのプロセス間通信の

処理の割合が大きい場合，オペレーティング・システム内部の並列処理による性能の向上は顕著で

ないことを示している。このことから，プロセッサ問の結合度が比較的密な構成の分散処理環境が，

提案方式による分散型オペレーティング・システムの実現環境として適していることを考察してい

る。また，試作システムにおいて，利用者プログラムを分散的に処理することにより実行時間を短

縮できることを実験により確かめている。例として，コンパイラの分散実行とパイプライン処理の

実験結果を示している。

　第6章は，結論であり，成果のまとめと今後の課題について述べている。

審　　査　　の　　要　　旨

複数台のプロセッサをネットワークにより結合した分散処理環境を実現するためには，分散型オ
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ペレーテイング・システムの設計方式の確立が重要な課題である。本論文はオペレーティング・シ

ステムを相互排除アクセスされる計算機資源の管理を行うプロセスの集合として記述し，それらの

プロセスを分散的に配置することにより分散処理環境を実現する分散型オペレーティング・システ

ムの設計方式を提案したものである。提案した設計方式による分散型オペレーティング・システム

を試作し，その上で，性能に関する実験を行った結果を示し，提案した設計方式の有効性を明らか

にしている。分散型オペレーティング。システムの設計方式を提案し，その実現性を実証した点が

本論文の主要な成果である。提案方式の有効性を他の設計方式と定量的に比較し，評価することは，

今後の課題であるが，本論文で提案している方式は，分散型オペレーティング・システムの設計方

式の確立のために寄与するところが大きい。

　よって，著者は工学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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